


























年 齢 構 成 は,教 員 数 の多 い順 に40,
50代,30代,20代である｡｢最 も割合の高い






























神奈川大学心理 ･教育研究論集 第29号 (2010年3月31日)
② 教員の多忙化 と同僚性の希薄化
中央教育審議会の 『今後の教員養成 ･免許制





































について』(2007年 7月 11日)の ｢通級によ
る指導の現状｣には,｢通級による指導対象児
童生徒数の推移｣のグラフが記載されている｡








































































183人 j15,50/oi増加,中等教育学校 32人 (前
年25人)で7人 (28.0%)増加,特別支援学
Ⅴ 学校の現状









































































































































































































































































Ⅲ 学校 の現状 をめ ぐる一般 的特徴 とイ
ンタビューか らみえた特徴 の相関
① 教員の年齢構成
一般的特徴では30代の教員数は,小学校 と
中学校の双方で20代に次いで少ないが,最 も
少ないわけではない｡インタビューを聞くと,
30代の教員が少ないことが話題に上っている｡
調査 した横浜市,川崎市,神奈川県の教員では,
30代が一番少ないという意味なのかどうかは
統計データやインタビューイの話の内容からは
把捉できないが,少なくとも40代 ･50代のベ
テラン世代 と20代の若い世代をつなぐ世代の
30代が40代 ･50代のベテラン世代に比べて少
ないという範囲では,相関関係があると言える｡
インタビューでは,この30代が教員集団の
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世代間の大事な調整役という理解が特徴的に語
られている｡
② 教員の多忙化と同僚性の希薄化
この一般的特徴とインタビュー内容にみてと
れる特徴は一致している｡
文部科学省関連の資料に出て来ない,しかし,
インタビューで開けた声で特徴的だったのが,
主幹教員 (総括教員)の存在が同僚意識をそぐ
ということである｡
③ 保護者対応の問題
今日,学枚一般に広まったとされるこの間題
はインタビューの中でも語られている｡保護者
とのコミュニケーションの難しさがあることを
インタビューを通して確認させられル結果とな
った｡
④ 通級における障害のある児童生徒数の増加
この点も,(参と同様,一般的特徴とインタビ
ュー内容にみられた特徴が一致している｡そし
て,対応に苦慮している教員の声がインタビュ
ーを通して聞こえて来る｡
⑤ 特別支援学校に在学する児童生徒数の増加
この一般的特徴もインタビュー内容にみてと
ることができる｡学校がこうした傾向に対応で
きるならば問題にはならないが,人手と施設の
両面で対応できていないという状況がインタビ
ューにより知らされた｡
⑥ 児童生徒の問題行動等生徒指導上の問題
この間題は,インタビューに関していえば,
中学校教員の発言の中に多く見て取れる｡
⑦ 日本語指導が必要な外国人児童生徒の受け
入れの増加
日本語指導が必要な外国人児童生徒の受け入
れの話は,国際教室を持つ中学校の教員のイン
タビューで聞くことができたが,増加という点
Ⅴ 学校の現状
には触れられていないので判断できない｡
以上,現職教員へのインタビューから開けた
｢学校の現状｣についての話には,すべてでは
ないが, Ⅰでみた一般的特徴と符合するものが
かなり含まれていることが読み取れた｡
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